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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

組
合
の
訓
練
校
（
山
口

建
設
高
等
職
業
訓
練
校
・

木
造
建
築
科
）
は
３
月
30

日
に
実
技
の
修
了
試
験
で

あ
る
「
技
能
照
査
」
を
実

施
し
、
全
員
が
合
格
。
そ

の
後
、
指
導
員
の
参
加
の

も
と
修
了
式
を
行
い
ま
し

た
。
訓
練
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
き
っ
と
活
か
し
て
活

躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
修
了
す
る
に
あ

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持

ち
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
。◇

◇
◇　

◇
◇
◇

宮
﨑
　
貴
久
（
24
）

　

充
実
し
た
２
年
間
に
な

り
ま
し
た
。
様
々
な
技
術

や
知
識
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
方
、
同

期
の
み
な
さ
ん
、
事
務
局

の
方
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

木
村
　
友
也
（
25
）

　

２
年
間
で
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け

て
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

糧
に
、
一
緒
に
学
ん
だ
仲

間
と
共
に
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
２
年

間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。吉

安
　
美
穂
（
43
）

　

入
校
当
初
は
２
年
間
通

え
る
の
か
、
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
皆
様
の
お
か
げ

で
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
校
に
通
う
中
で
試

験
も
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
、
先
生
方
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

同
級
生
の
み
な
さ
ん
に

も
仲
良
く
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
仕
事
に
活
か
せ
る

様
々
な
経
験
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
２
年

間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

原
　
康
司
（
50
）

　

２
年
間
毎
週
通
い
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
は
大
変
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
勉
強
に

も
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
先
生
方
か
ら
学
び
た
い

技
術
や
知
識
も
あ
り
、
も

う
２
年
や
っ
て
み
た
い
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
。

　

同
期
の
み
な
さ
ん
、
そ

し
て
先
生
方
、
本
当
に
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

置
、
各
職
種
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
へ
の
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
説
明
し

て
い
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
は
、
大
工
の

ブ
ー
ス
と
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
３
種
類
準
備
。

私
と
美
祢
支
部
の
町
田
さ

ん
の
２
人
で
パ
ソ
コ
ン
か

ら
ビ
デ
オ
画
像
を
流
し
な

が
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
て
大
工
の
魅
力
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
大
工
の
ブ
ー

ス
に
は
、
９
組
12
人
が
説

明
を
聞
き
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
建
物
は
ど
の
よ
う

な
順
序
で
建
て
ら
れ
る
の

か
、
ど
う
し
た
ら
大
工
に

な
れ
る
の
か
な
ど
、
大
工

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た

生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
中
々
ブ
ー
ス

に
来
て
く
れ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
女
性
の
大
工
さ

ん
が
傍
に
い
る
こ
と
で

徐
々
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
後
半
に
は
、
女
子
生

徒
２
人
が
来
て
く
れ
、
ど

う
し
た
ら
大
工
に
な
れ
る

の
か
と
真
剣
に
質
問
し
て

く
れ
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
工
に
興
味
の
あ
る
生

徒
に
は
、
地
元
若
し
く
は

関
心
の
あ
る
地
域
で
の
工

務
店
、
建
設
会
社
の
紹
介

は
建
設
山
口
に
尋
ね
て
く

だ
さ
い
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

ブ
ー
ス
に
来
て
く
れ
た

生
徒
の
う
ち
、
一
人
で
も

多
く
の
生
徒
が
大
工
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

大
工
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

大
工
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

９
組
９
組
1212
人
の
生
徒
が
訪
れ

人
の
生
徒
が
訪
れ

き
ま
し
た
。

　

保
険
証
交
付
の
廃
止

は
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま

で
築
き
上
げ
て
き
た
保

険
者
機
能
の
低
下
を
招

き
、
保
険
証
を
介
し
て

仲
間
と
つ
な
が
る
機
会

を
失
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
な
る
と
、

券
面
に
は
保
険
者
名
の

記
載
が
な
く
、
ど
こ
の

保
険
者
に
加
入
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
仲

間
も
出
て
く
る
懸
念
が

　

政
府
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証

の
一
体
化
の
中
で
、

２
０
２
４
年
秋
か
ら
保

用
措
置
廃
止
に
と
も
な

い
、
建
設
国
保
を
設
立

し
、
仲
間
の
命
と
健
康

を
守
る
運
営
を
続
け
て

険
証
交
付
を
廃

止
す
る
方
針
で

す
。

　

全
建
総
連
傘

下
の
組
合
を
母

体
と
す
る
22
国

保
組
合
は
１
９ 

７
０
年
日
雇
健

康
保
険
制
度
に

お
け
る
擬
制
適

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
全
建
総
連
で
は

医
療
保
険
制
度
を
所
管

御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 す

る
厚
生
労
働

省
保
険
局
長
あ

て
に
国
保
組
合

の
育
成
・
強
化

と
保
険
証
交
付

存
続
を
求
め
る

60
万
人
要
請
署

名
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
の

前列中央４人が修了生（3/30 本部会館）

　

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
で

は
、
自
動
車
販
売
会
社
、

整
備
工
場
、
様
々
な
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
弁
護

士
、
測
量
会
社
、
足
場
、

鉄
筋
組
立
、
大
工
な
ど
が

一
定
間
隔
で
ブ
ー
ス
を
設

　【
萩・来
島
正
利（
大
工・

74
）】
２
月
14
日
、
山
口

市
の
「
維
新
大
晃
ア
リ
ー

ナ
」
に
お
い
て
山
口
県
内

18
の
高
等
学
校
か
ら

２
１
０
０
人
を
迎
え
、

「
２
０
２
３
県
内
進
学
・

仕
事
魅
力
発
信
フ
ェ
ア
in

山
口
」
が
３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
で
は
、
県
内

の
大
学
や
専
門
学
校
が
学

校
・
仕
事
体
験
コ
ー
ナ
ー

と
学
校
案
内
コ
ー
ナ
ー
を

出
展
し
、
多
く
の
高
校
生

が
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
参
加

し
た
り
、
学
校
案
内
の

ブ
ー
ス
で
話
を
聞
い
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

県内18の高校から2,100人が来場

保
険
証
の
存
続
を
求
め

60
万
人
署
名
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

今
後
の
活
躍
に
期
待

今
後
の
活
躍
に
期
待

訓
練
校

修
了
式

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに
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現
場
の
声
を
伝
え
る

現
場
の
声
を
伝
え
る

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
計計
3131
項
目
を
要
請

項
目
を
要
請

　

建
設
山
口
で
は
３
月
14

日
、
吉
村
委
員
長
を
は
じ

め
７
人
が
参
加
し
て
労

働
局
と
の
意
見
交
換
会

　

建
設
山
口
で
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
地
域
で
の
仕

事
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な

が
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
」
の
創
設
を
求

め
、
県
下
全
自
治
体
（
13

市
６
町
）
へ
の
要
請
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
元
の

建
設
業
者
に
依
頼
し
て
行

う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対

し
、
自
治
体
が
独
自
に
補

助
す
る
制
度
で
令
和
５
年

度
（
４
月
現
在
）
は
、
８

市
１
町
で
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

対
象
工
事
や
助
成
割
合

は
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な

り
、
国
の
住
宅
省
エ
ネ

２
０
２
３
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
の
絡
み
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
各
自
治
体

の
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

該
当
地
域
の
組
合
員
の

み
な
さ
ん
、
仕
事
対
策
と

し
て
積
極
的
な
御
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
制
度

継
続
の
必
要
性
も
訴
え
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
県
下

自
治
体
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
確
定
申
告

相
談
会
を
独
自
に
実
施
し

て
い
な
い
各
支
部
に
対
し

て
、
本
部
か
ら
相
談
員
が

出
向
き
、
決
算
書
や
申
告

書
作
成
の
お
手
伝
い
を
す

る
取
組
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
相
談
会
は
２
月

１
日
の
阿
東
会
場
を
皮
切

り
に
、
独
自
開
催
支
部
を

含
め
、
16
会
場
で
実
施
。

合
計
１
４
２
人
の
相
談
者

が
あ
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、

白
色
申
告
55
人
、
青
色
申

告
79
人
、給
与
８
人
で
し
た
。

　
「
医
療
費
控
除
の
計
算
の

仕
方
を
教
え
て
ほ
し
い
」

　

組
合
員
や
家
族
の
方
に

毎
年
お
願
い
し
て
い
ま
す

「
国
保
組
合
予
算
に
向
け
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
は
、

中
建
国
保
の
安
定
運
営
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
は
、
全
建
総
連

全
体
で
２
４
８
万
０
４
２ 

７
枚
（
建
設
山
口
は
５
万 

８
０
６
４
枚
）
を
投
函
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度

の
建
設
国
保
組
合
に
対
す

る
補
助
額
は
、
現
行
補
助

水
準
を
確
保
で
き
る
見
通

し
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
度
予
算
に
向
け
て
は
、

例
年
行
わ
れ
る
８
月
末
の

概
算
要
求
を
前
に
現
行
補

助
水
準
を
確
保
す
る
た
め
、

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
行
い

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
次

年
度
の
国
保
組
合
の
安
定

運
営
を
支
え
る
だ
け
で
な

く
、
医
療
保
険
制
度
の
中

の
国
保
組
合
制
度
を
将
来

に
渡
っ
て
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

毎
年
の
運
動
に
な
り
ま

す
が
、
建
設
山
口
は
組
織

人
員
の
２
倍
を
目
標
に
取

り
組
み
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
一
通
り
作
っ
て
み
た
が
、

確
認
の
意
味
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
欲
し
い
」
な
ど
相
談

内
容
も
様
々
で
す
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
導
入

予
定
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
質
問
が
多
く
、
組
合
員

へ
の
影
響
の
大
き
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　

消
費
税
の
相
談
も
受
け
、

本
則
課
税
１
件
、
簡
易
課

税
16
件
の
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。

　

相
談
者
も
、
今
年
初
め

て
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

か
ら
、
毎
年
参
加
さ
れ
る

方
ま
で
お
ら
れ
、
こ
の
取

組
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。

を
実
施
。

　

山
口
労
働
局
側
か
ら
は
、

宮
本
敏
和
・
労
働
基
準
部

監
督
課
・
地
方
労
働
基
準

監
察
監
督
官
ほ
か
９
人
が

対
応
し
ま
し
た
。

　

①
建
設
安
全
衛
生
対
策

の
強
化
②
ア
ス
ベ
ス
ト
疾

患
患
者
の
補
償
救
済
、
石

綿
健
康
管
理
手
帳
の
交
付

促
進
③
熱
中
症
予
防
、
受

動
喫
煙
対
策
、
脳
・
精
神

疾
患
、
精
神
障
害
対
策
な

ど
④
建
設
現
場
で
の
労
災

隠
し
の
根
絶
、
多
能
工
へ

の
労
災
適
用
⑤
建
設
雇
用

改
善
⑥
手
間
請
け
の
「
労

働
者
範
囲
」
⑦
労
働
保
険

事
務
組
合
の
健
全
運
営
⑧

労
働
行
政
の
充
実
⑨
働
き

方
改
革
中
に
つ
い
て
を
柱

に
計
31
項
目
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で

は
、
石
綿
含
有
建
材
調
査

者
講
習
を
実
施
す
る
教
習

機
関
が
少
な
い
た
め
に
受

講
が
難
し
い
状
況
、
雇
用

保
険
の
料
率
が
２
段
階
で

の
変
更
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
事
務
処
理
が
煩
雑
と

な
っ
て
い
る
状
況
を
伝
え

ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換

会
は
、
現
場
の
声
を
聞
い

　

国
土
交
通
省
は
令
和
５

年
３
月
か
ら
適
用
す
る
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
を

公
表
。
全
51
職
種
の
全
国

平
均
単
価
は
、
11
年
連
続

で
上
昇
し
、
２
万
２
２
２ 

７
円（
前
年
度
比
５
・
２
％

増
）
と
な
り
、
最
高
値
を

更
新
し
ま
し
た
。

　

主
要
16
職
種
に
お
け
る

山
口
県
の
令
和
５
年
３
月

か
ら
の
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
は
、
表
の
と
お
り
、

２
万
１
９
１
２
円
と
な
り
、

11
年
間
で
１
日
あ
た
り

７
５
４
４
円
も
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
引
き

上
げ
ら
れ
た
設
計
労
務
単

価
が
現
場
の
末
端
ま
で
行

き
渡
る
よ
う
、
今
後
も
県

下
自
治
体
要
請
行
動
等
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

「
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
、
法

定
福
利
費
確
保
２
０
２
３

全
国
一
斉
宣
伝
行
動
、
賃

金
引
上
げ
建
設
山
口
各
支

部
学
習
会
」
を
３
月
14
日

に
支
部
代
表
39
人
の
参
加

の
も
と
、
建
設
山
口
本
部

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
年
連
続
し
て
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
は
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
現

場
で
働
く
私
た
ち
の
賃
金

は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
な

い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

状
況
を
見
な
が
ら
、
組

合
で
の
学
習
会
や
県
下
自

治
体
及
び
関
係
団
体
へ
の

要
請
行
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
全
建
総
連
が
作

製
し
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
チ
ラ
シ
、
建
設
山

口
独
自
で
作
製
し
た
チ
ラ

シ
を
各
支
部
で
活
用
し
な

が
ら
、
現
場
の
賃
金
単
価

引
き
上
げ
に
向
け
た
組
織

内
の
機
運
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
を
柱
と

し
た
事
業
計
画
（
案
）
を

確
認
し
ま
し
た
。

て
も
ら
う
良
い
機
会
で
す

の
で
、
今
後
も
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

吉村委員長（左）が要請書を手渡す

賃金引き上げの機運づくり
〈労働単価は11年連続で上昇〉〈労働単価は11年連続で上昇〉

〈山口県公共工事設計労務単価〉

職　種 Ｈ24年度
4月から … R5年

3月から
大　 工 15,100 … 23,200
左　 官 14,000 … 21,200
と び 工 14,800 … 23,800
型 枠 工 14,100 … 22,400
鉄 筋 工 14,600 … 21,500
鉄 骨 工 14,000 … 22,300
電　 工 14,700 … 21,200
配 管 工 14,300 … 20,600
板 金 工 14,800 … 22,600
塗 装 工 13,400 … 21,300
内 装 工 15,100 … 22,900
サッシ工 14,600 … 21,900
ガラス工 14,400 … 21,800
溶 接 工 14,600 … 24,100
建 具 工 13,100 … 19,600
造 園 工 14,300 … 20,200
平 均 14,368 … 21,912

住宅リフォーム助成住宅リフォーム助成
ー 今年度は８市１町 ーー 今年度は８市１町 ー

市　町 募　集　期　間　等 予 算 額 担当課連絡先

1 宇部市
５月 15 日～
※予算の範囲内
※健康・省エネ住宅に資する改修工事

3,000 万円 宇部市都市政策部住宅政策課
℡ 0836-34-8252

2 長門市
４月３日～予算の範囲内先着順
・断熱リフォーム工事
・一般リフォーム工事

（地域商品券）
1,000 万円
600 万円

長門市建設部建築住宅課
℡ 0837-23-1186

3 山口市 ５月 15 日～予算の範囲内先着順
※紙商品券もしくはデジタル商品券

（地域商品券）
１億 8,400 万円

山口市ふるさと産業課
℡ 083-934-2719

4 防府市
５月中旬頃～予算の範囲内先着順
・�カーボンニュートラルに資する

工事
（地域商品券）

5,000 万円
防府市商工振興課商工振興係

℡ 0835-25-2147

5 光　市 エコライフ補助金
５月８日～予算の範囲内先着順 500 万円 光市環境政策課環境政策係

℡ 0833-72-1465

6 美祢市 ５月中旬～予算の範囲内先着順
（地域商品券

及び農産品等）
500 万円

美祢市観光商工部商工労働課
℡ 0837-52-5224

7 山陽
小野田市

４月３日～１月 31 日
※予算の範囲内先着順 1,000 万円 山陽小野田市建築住宅課

℡ 0836-82-1166

8 萩　市 ４月３日～１月 31 日
※予算の範囲内先着順 800 万円 萩市建築課指導・審査係

℡ 0838-25-3693

9 阿武町 ４月３日～ 12 月 20 日
※予算の範囲内先着順 100 万円 阿武町土木建築課

℡ 08388-2-3112

※各自治体により、対象工事や助成割合が異なります。詳細は担当課または、
各市町の HP でご確認ください。

■創設自治体　８市１町� （4 月本部把握分）

1616
会
場
で
１
４
２
人
が
参
加

会
場
で
１
４
２
人
が
参
加

申
告
相
談
会
を
実
施

申
告
相
談
会
を
実
施

下松会場は15人が相談に

ハ
ガ
キ
要
請
に
ご
協
力
を



や　　　ま　　　ぐ　　　ち（3）　令和５年５月１日 第３１５号
親
孝
行
で
き
た
か
な

下
関　

小
山　

美
枝

（
主　

婦
）

　

桜
が
満
開
の
時
、
あ
ま

り
外
に
出
か
け
な
く
な
っ

た
母
を
ド
ラ
イ
ブ
に
誘
い

ま
し
た
。
す
ご
い
く
き
れ

い
と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

親
孝
行
で
き
た
か
な
。

新
し
い
生
活
ス
タ
ー
ト

山
口　

原
田　

美
恵

（
パ
ー
ト
）

　

こ
の
春
か
ら
子
供
た
ち

も
進
学
し
て
、
新
し
い
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
学
生
生
活
が
送

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ

宇
部　

竹
村　

栄
子

（
主　

婦
）

　

最
近
の
楽
し
み
は
日
帰

り
温
泉
に
行
く
こ
と
で
す
。

　

ゆ
っ
く
り
お
湯
に
つ

か
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

チ
ャ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

時
間
は
作
る
も
の

吉
南　

内
田　

豊
子

（
事　

務
）

　
「
時
間
が
取
れ
た
ら
、

食
事
に
行
こ
う
ね
」
と
約

束
し
て
い
た
友
達
が
病
気

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

時
間
は
作
る
も
の
だ
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
つ
く
づ

く
そ
う
思
い
ま
す
。

収
穫
が
楽
し
み

下
関　

日
田
内　

敦
子

（
看
護
師
）

　

趣
味
で
家
庭
菜
園
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
ス
イ

カ
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
あ

ら
ゆ
る
工
事
で
の
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
（
以
下
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
実
施
に
向
け
て
、
行
政
・

建
設
業
界
が
一
体
と
な
っ

て
動
き
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
建
設
山
口
で
は
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
概
要
及
び
登
録
方
法

ま
で
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、３
月
に
「
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
支
援
講
習
会
」

を
県
下
３
会
場
、
３
月
１

日
下
関
（
８
人
）、
２
日
山

口
（
７
人
）、３
日
周
南
（
７

人
）
の
合
計
22
人
参
加
の

も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

概
要
と
全
国
的
な
運
営
状

況
が
説
明
。

　

続
い
て
、
登
録
手
続
き

の
内
容
を
、
実
際
に
提
出

す
る
申
請
用
紙
に
沿
っ
て
、

記
入
の
仕
方
や
必
要
な
添

付
書
類
を
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
内
容
に
合
わ

せ
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
の
10
月

か
ら
導
入
予
定
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
つ
い
て
建
設

山
口
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
使
い
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
内
容
、
仕
事
へ
の

影
響
、
必
要
な
手
続
き
に

つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
な

が
ら
説
明
。

　

講
習
会
終
了
後
に
は
個

別
相
談
の
時
間
が
設
け
ら

れ
、
参
加
者
は
疑
問
点
を

解
消
す
る
た
め
熱
心
に
質

問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
本
部
は
、
県

内
唯
一
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
認
定

登
録
機
関
と
し
て
申
請
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
必
要
性
の
高
ま
っ

て
く
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
登
録
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
取
組
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　【
齊
藤
博
行
（
小
野
田
・

大
工
・
74
）】
１
月
21
日
、

厚
狭
川
沿
い
に
あ
る
厚
狭

小
学
校
で
「
建
築
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
教
育
委
員
会
の

担
当
者
か
ら
、
今
年
も

や
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
と

電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
方
が
担
当
者
に
な
っ
て
、

５
年
目
と
い
う
こ
と
で
、

も
う
慣
れ
た
も
の
で
す
。

　
担
当
者
と
時
間
を
合
わ
せ

て
小
学
校
で
打
ち
合
わ
せ
。

一
昨
年
も
調
理
室
の
調
理
台

を
補
修
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
は
、
階
段
の
手
す
り

が
さ
さ
く
れ
て
、
子
供
た
ち

に
「
す
い
ば
り
」
が
刺
さ
っ

た
り
す
る
か
ら
、
ど
う
に
か

な
り
ま
せ
ん
か
と
の
こ
と
。

　
シ
ナ
ベ
ニ
ア
な
ら
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
と

こ
ち
ら
で
調
達
。
シ
ナ
ベ

ニ
ア
３
枚
を
弊
社
で
裁
断

し
て
、
両
面
テ
ー
プ
と

コ
ー
キ
ン
グ
を
用
意
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
当
日
は
、

作
業
の
前
に

教
頭
先
生
か

ら
感
謝
の
言

葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

支
部
か
ら

８
人
の
参
加

で
大
工
職
が

３
人
、
２
人

が
若
い
脂
の
乗
り
切
っ
た
人

な
の
で
、
作
業
が
と
ん
と
ん

拍
子
に
進
み
ま
し
た
。
２
人

が
採
寸
・
裁
断
、
他
の
５
人

が
両
面
テ
ー
プ
を
貼
り
コ
ー

キ
ン
グ
を
付
け
、
手
す
り
に

取
り
付
け
ま
し
た
。
手
垢
が

つ
か
な
い
よ
う
に
１
人
が
塗

料
を
塗
布
し
、
２
ヶ
所
あ
る

階
段
を
午
前
中
で
済
ま
せ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

小
野
田
支
部
は
「
チ
ー

ム
小
野
田
」で
一
丸
と
な
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
建
築
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
様
子
は
地
元
紙
に
も

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

県下３会場

支部 令和５年３月末
建設山口組合員数

4月から
の増減数

阿東 62 -6
岩国 1,819 3
宇部 1,669 0
小野田 557 -23
吉南 1,056 -4
下松 1,504 39
熊毛南 230 -14
下関 1,086 -37
徳山 720 -51
豊浦 208 9
長門 178 -4
萩 190 2
光 252 -9
防府 974 -32
美祢 163 -6
山口 1,227 -5
柳井 444 -5

計 12,339人 -143

近
崎
　
秀
幸
（
光
・
大
工
61
）

　

今
年
も
２
月
上
旬
よ

り
税
対
部
恒
例
行
事
、

申
告
相
談
会
で
各
支
部

へ
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
前
に
も
お
話
し
た

と
思
い
ま
す
が
、
本
部

税
対
担
当
役
員
、
担
当

書
記
で
県
下
16
支
部
へ

伺
い
ま
す
（
宇
部
支
部

さ
ん
は
独
自
開
催
）。
も

ち
ろ
ん
、
各
支
部
か
ら

も
担
当
役
員
さ
ん
が
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
支

部
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
寒
さ
が

気
に
な
り
ま
す
。
１
月

下
旬
の
寒
さ
を
ご
記
憶

で
し
ょ
う
か
。

　

２
月
は
益
々
寒
気

が
厳
し
く
な
る
の
で
山

口
県
の
グ
ァ
ム
と
言
わ

れ
る
光
在
住
の
身
と
し

て
は
気
後
れ
も
甚
だ
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す

（
因
み
に
ハ
ワ
イ
は
言

わ
ず
と
知
れ
た
周
防
大

島
）。

　

と
こ
ろ
が
今
年
は
寒

気
が
１
月
で
終
わ
っ
た

の
か
、
心
配
し
た
積
雪

も
な
く
往
来
は
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
担
当
書
記
の
日
頃

の
行
い
の
お
か
げ
か

…
…
。

　

今
回
感
じ
た
こ
と
は
、

複
数
回
参
加
さ
れ
て
い

る
方
は
様
子
が
わ
か
っ

て
い
る
の
で
事
前
準
備

も
怠
り
な
く
、
相
談
も

ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ま
た
参
加
者
も
減
少

傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
ご
自
分
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
か
な
、
っ

て
い
い
よ
う
に
解
釈
し

て
お
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
初
参
加
者

も
大
歓
迎
。
少
し
で
も

お
力
に
な
れ
れ
ば
と
が

ん
ば
り
ま
し
た
（
少
し

は
お
役
に
立
っ
た
で

し
ょ
う
か
？
）。

　

来
年
は
イ
ン
ボ
イ
ス

の
関
係
で
、
消
費
税
申

告
者
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

Ｐ
Ｓ　

各
支
部
事
務
員

さ
ん
の
お
気
遣
い
に
感

謝
し
ま
す
。

其
の
五　
令
和
４
年
度

　
　
　
　
相
談
会 ぜ

い
た
い
に
っ
し

ぜ
い
た
い
に
っ
し

　500 円玉ぐらいだったミドリガメを二匹購入して、もう 20
年になります。
　いつまでも別々のプラケースでは可哀そうと思い、昨年の
夏、亀ちゃん専用の泉水を錦鯉のとなりに造ってあげました。
　屋外での越冬は初めてでしたので少しばかり心配でしたが、
先日、無事冬眠から覚めて元気一杯に動きまわっていました。
　二匹が一緒になるのも初めてですので、ひょっとして卵を
産むかもと、今度は産卵用に砂場まで造って待ち焦がれる今
日この頃です。

愛愛  

亀亀

長
門
支
部

藤
田
　
裕
政 

さ
ん 二匹仲良く

実際の申請用紙を使って学習

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
）

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
）

概
要
と
登
録
方
法
を
解
説

概
要
と
登
録
方
法
を
解
説

▼
国
民
年
金
基
金
は
、

自
営
業
の
方
（
第
１
号

被
保
険
者
）
が
安
心
し

て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
部
分
を
プ
ラ
ス
す

る
厚
生
労
働
大
臣
の
認

可
を
受
け
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

▼
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①�

終
身
年
金
が
基
本

（
65
歳
か
ら
生
涯
受

け
取
る
終
身
年
金
が

基
本
）

②�

年
金
額
が
確
定
、
掛

金
額
も
一
定

③�

税
制
上
の
優
遇
（
掛

金
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
）

④�

万
が
一
の
と
き
は
家

族
に
一
時
金
（
掛
金

が
掛
け
捨
て
に
な
り

ま
せ
ん
）

⑤
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

▼
組
合
で
は
加
入
手
続

き
等
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

全
国
国
民
年
金
基
金

（
全
国
基
金
）
に
紹
介

し
、
全
国
基
金
職
員
が

制
度
紹
介
や
加
入
手
続

き
等
を
行
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
入

り
の
支
部
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
等
の
上
乗

せ
部
分
の
年

金
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

自
営
業
の
方

は
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎

年
金
）
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

国民年金基金に加入しましょう

チ
ー
ム
小
野
田
で
一
丸

チ
ー
ム
小
野
田
で
一
丸

建
築
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

建
築
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小野田支部

階段の手すり取り付け作業
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作・斉藤達夫

愛鳥週間
バードウィーク

小
鳥
の
姿
を

見
た
り

さ
え
ず
り
を

聞
く
と

心
が
な
ご
む
の
う

タ
ケ
ノ
コ
と

鶏
肉
た
っ
ぷ
り

炊
き
込
み
ご
は
ん
よ

と
り
肉

…
…

う
ち
の
庭
に
も

け
っ
こ
う

来
る
よ
ね

野
鳥
た
ち

そ
う
じ
ゃ
な

メ
ジ
ロ

ヒ
ヨ
ド
リ

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

リレーエッセイ 171

長門　村田　淳
（大工・31）

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
鳥
や
獣
を
と
る
仕
掛
け
。

③
貝
の
殻
を
借
り
て
住
む

生
物
。

⑥
い
か
に
も
本
当
ら
し
く

見
せ
か
け
る
こ
と
。

⑧
腰
掛
け
。
大
臣
の
○
○
。

⑨
他
人
の
下
で
働
く
こ
と
。

⑩
土
の
中
に
打
ち
込
ん
で
、

目
印
や
支
柱
に
す
る
長

い
棒
。
出
る
○
○
は
打

た
れ
る
。

⑪
落
語
・
漫
才
な
ど
の
演

芸
場
。

⑬
○
○
の
満
ち
欠
け
に

よ
っ
て
様
々
な
呼
び
名

が
あ
る
。
地
球
の
唯
一

の
衛
星
。

⑮
運
の
良
い
こ
と
。
宝
く

じ
が
当
た
る
。

⑰
辛
口
の
反
対
。
○
○
○

○
の
酒
。

⑲
い
な
り
寿
司
が
好
き
な

動
物
。

⑳
○
○
の
延
べ
棒
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
主
に
男
性
の
背
広
の
下

に
着
用
す
る
、
白
や
淡

色
の
も
の
。

②
も
と
も
と
仲
が
良
か
っ

た
も
の
同
士
の
仲
が
悪

く
な
る
こ
と
。
○
○
○

ガ
イ
。

③
２
～
３
世
紀
に
存
在
し

た
と
さ
れ
る
女
王
卑
弥

呼
が
治
め
た
国
。

④
陸
と
陸
の
間
の
狭
い
海
。

　

対
馬
○
○
○
○
○
。

⑤
森
や
林
の
小
動
物
。
木

の
実
等
を
食
べ
、
漢
字

で
は
栗
鼠
と
書
く
。

⑦
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
旅
を

す
る
。
サ
ハ
ラ
○
○
。

⑫
都
を
他
の
地
へ
移
す
こ

と
。

⑭
大
気
の
圧
力
。
○
○
○

が
高
い
。

⑯
気
が
弱
く
、
遠
慮
深
い

性
質
。

⑱
形
だ
け
似
た
動
作
を
す

る
こ
と
。

　
　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
６
月
28
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。
解
答
の
ハ
ガ
キ
に

は
、
住
所
、
氏
名
、
職
種
、

支
部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、

あ
な
た
の
仕
事
や
生
活
の

こ
と
、
組
合
へ
の
注
文
な

ど
短
い
文
章
を
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
314
号
解
答
◇

　

ソ
シ
キ
カ
ク
ダ
イ

〈
当
選
者
〉【
岩
国
】
安
田

純
子
【
宇
部
】
草
園
祐
子
・

土
井
山
悠
治
・
原
野
芳
恵

【
吉
南
】
池
田
真
里
子
・

小
林
啓
司
【
徳
山
】
林
宏

樹【
萩
】伊
勢
嶋
伸
子【
山

口
】
土
井
洋
行
【
柳
井
】

江
東
育
士
（
応
募
総
数

46
）

C

E

D

B

A

1

6

9

13

19

2

14

17

3

15 16

20

4

5

11

5

12

7

10

18

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

ランチ・ディナー営業の他テイクアウトも

ピザやお酒も取り揃えてあります
　【
佐
々
木
浩
之
（
土
工
・

49
）】
２
０
１
０
年
５
月

に
柳
井
市
の
南
町
に
生
パ

ス
タ
専
門
店
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ａ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
こ
の
５
月
で
13
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

生
パ
ス
タ
専
門
店
と

言
っ
て
も
、
ピ
ザ
や
前
菜
、

お
酒
も
取
り
揃
え
て
あ
り

ま
す
。

　

ラ
ン
チ
営
業
で
は
Ｋ
Ａ

Ｚ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
ラ
ン
チ
が

オ
ー
プ
ン
当
時
か
ら
一
番

人
気
で
す
。
内
容
は
選
べ

る
ソ
ー
ス
と
生
パ
ス
タ
・

選
べ
る
バ
ゲ
ッ
ト
・
選
べ

る
ド
リ
ン
ク
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ィ
ナ
ー
営
業

で
は
大
人
数
の
貸
し
切
り

営
業
（
25
人
）
や
、
記
念

日
、
誕
生
日
等
、
お
祝
い

事
で
の
食
事
も
予
算
に
合

わ
せ
て
対
応
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　

こ
の
お
店
は
、
老
若
男

女
問
わ
ず
、
い
ろ
ん
な
方

が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

車
い
す
の
方
、ベ
ビ
ー
カ
ー

で
の
来
店
、
子
供
用
椅
子

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は

動
け
な
い
日
々
が
続
き
ま

し
た
が
、
今
か
ら
は
思
い

切
っ
て
食
事
を
楽
し
み
た

い
で
す
ね
。

私
の
挑
戦

村田さん

KAZUHANA
（カズハナ）

住所：柳井市南町1-9-5
TEL：0820-25-3350
ラ ン チ：11：00～14：30
ディナー：18：00～21：00

　私の挑戦は「綱引きを頑張
る」です。
　知らない方もいると思いますが
綱引きはスポーツ競技としても行われ
ていて、１チーム約８人で行う団体競技
です。
　始めた当初は手や腕がパンパンになっ
て辛かったですがやって行く内にチーム
が一つとなって引けた時には、面白いと
感じそこからは練習も面白くなって来ま
した。ですがその頃からちょうどコロナ
となり大会への参加が困難になって来ま
した。
　この期間はコロナが明けるまでの準備
期間と考えて練習に打ち込むも、なかな
か身に着くのは難しいですが先の見え無

かったコロナ禍ではとてもいい
気晴らしになりました。

　またチームの人達との交流も楽し
みの一つで身体の使い方や自分の知らな

い話しなど聞け、とても勉強になったり
と楽しく練習をすることができました。
　またチームとしての目標としては全国
大会へ行くという事で頑張っています。
　所属しているチームはコロナ前までは
11年連続で全国大会へ出場していました
がコロナの影響で３年は大会への参加を
諦めていました。
　今年度は緩和されたこともあり再び全
国へ行こうと活気付いて来ており、私も
新たな目標に向けて楽しく頑張って行こ
うと思います。

13
周
年
の
生
パ
ス
タ
専
門
店

一
番
人
気
は
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
ラ
ン
チ


